






と。川辺にひ り、無数のカラスが夕焼け 太陽に向 って飛び立つようなささく 立った手を延ばし、時に葉を茂らせ時に葉を落とし再びの自分の魂 ような痩身の鋭き杭の身体。何かを笑いながら怒っている。　
ニーチェが反対した、カントの「モノじたい」とは、別の
言葉で認められねばな ない。 「モノ」ではない 〈樹〉だ。そう、 〈キじたい〉 。 〈樹〉とはニンゲンに関係なくこの世にずっと在り、ずっとこの地球 宇宙 共に在りつづける 原
生林のなかに生き、オノレを太陽のほうへ同化させようと何事をも突き抜ける太い針のように紺の夜空と地中に延びてゆく樹……ニンゲンの民たちが地球の一角を美しい呼吸の場所と確かめるため紺の土に植えて生きる樹……　
近づけないのは、日々アクセク・クヨクヨする自分の情け
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